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まちづくり・生涯学習情報誌

自分らしく、

粋なくらし

「らしっく『情報の森』」に載せてほしい！という、イベントなどの記事を募集しています。
次号は、「令和6年3月下旬発行予定」です。令和6年4月以降の情報をお待ちしています。
下記、発行者までお送りください。［令和6年1月末日必着］

〒730-0036  広島市中区袋町6-36
TEL：082（545）3911（代表）
TEL：082（545）3913（施設予約受付専用）
FAX：082（545）3838

●開館時間
午前9時30分～午後10時
●休館日
毎月第3月曜日、12月29日～ 1月3日
●交通アクセス
市内電車：「袋町」電停から徒歩約3分
バス：「袋町」バス停（広島電鉄・広島バス）
から徒歩約3分
アストラムライン：「本通駅」から徒歩約6分

※駐車場はありませんので、公共交通機関をご利用
　ください。ただし、おもいやり駐車場は3台分用意
　しています。

※自転車・バイクの方は、近隣の公共駐輪場（有料）を
　ご利用ください。

●ホームページ
http://www.cf.city.hiroshima.jp/m-plaza/

●ひろしま情報a-ネット
http://www.a-net.shimin.city.hiroshima.jp/

●E-mail
m-plaza@cf.city.hiroshima.jp

プラザHP

合人社ウェンディひと・まちプラザ（広島市まちづくり市民交流プラザ）

令和5年11月30日発行　発行者／公益財団法人広島市文化財団　まちづくり市民交流プラザ　〒730-0036　広島市中区袋町6-36

市民活動人材育成講座
「アサーティブ・コミュニケーション」を開催しました。
当施設では、市民活動の活性化を目的としていくつかの講座を開催

しています。7月～ 8月に開催した「アサーティブ・コミュニケーション」
は全5回とボリュームのある内容で、18名の方が参加されました。
初めてプラザに来館する方、人と会話することが得意ではないけれ

ど苦手な部分を克服したい方、さまざまな方が顔を合わせることで、
初回スタート時には緊張した様子も見られましたが、ペアワークを通
じて意気投合していきました。
本講座は「相手に伝わるように

話す」ということを学習する講座
でしたが、そもそもアサーティブと
はどういったものなのかというとこ
ろから始まり、自己分析とシミュ
レーションを通じて理解を深めていきました。聞き手に伝わるような表
現と、相手が話しやすい間の取り方、物事を頼む際に情報を整理して
伝える方法を学ぶ中で、参加者同士の交流機会も増え、楽しい環境
の中で学習できたと思います。固定のペアではない方とのワークによ
り、相手に合わせた会話をするコツを実践により学ぶことができまし
た。また、参加者それぞれが持っている知識を生かし、市民活動に関
心をもつ参加者同士の意識向上につながりました。
参加者の中には、学習内容への興味・関心の他、高校時代の同級

生同士の参加もあり、ペアワークを実践することで新しい発見があり
ました。受講者の方からは「また参加したい、講師の方の進行がわか
りやすかった」といったご意見ほか有意義な様子が見られ、充実した

講座になりました。

令和5年度「市民活動団体等成果発表事業」
実施団体を募集しています。
当事業では、申請いただいた事業を審査した上でプラザが共催に

加わり、「成果発表の場の提供」及び「広報協力」を通じて市民活動
の支援を行っています。応募条件がありますので、申請いただく際は
予めプラザのホームページにて確認いただきますよう、お願いします。
それでは、今年度開催した2つの事

業について紹介させていただきます。
まず紹介させていただくのは、NPO

法人こころ21主催で実施した講演会
「心豊かな家庭環境をつくるために」で
す。当事業は7月29日（土）にプラザ北
棟6階マルチメディアスタジオを会場として開催しました。
広島にバスケでつながる風景をテーマに、広島ドラゴンフライズ選手

兼アシスタントコーチの朝山正悟氏より、スポーツの力・スポーツの教育
力などについてお話いただきました。
なかでも印象に残っているのは「継続することの大切さ」を熱心に伝

えられていたことです。幼少期よりバスケと向き合い、プロ選手として活
躍されてきた朝山選手の言葉だからこそ感じるものがありました。聴講
された皆様にとって有意義な時間となりました。
続いて紹介させていただくのは、認

定NPO法人ひゅーるぽんと広島市の協
働事業「広島市ピースアートプログラ
ム・アートルネッサンス2023」です。
2001年に始まり、障がいのある人の
アート作品展として今年で22回目を迎
えました。例年に比べ倍近い作品を展示するなど新しい試みを加えて
の開催となりました。プラザ北棟4階ギャラリーを会場に9月23日（土）
を初日として、9日間開催して計1,210人と多くの方に来場いただくこと
ができました。障がいのある人にとっての表現の場として、来場者は
アートの魅力を感じる場として有意義な機会になりました。

合人社ウェンディ
ひと・まちプラザ

募集して
います！
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越える
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▲講演会の様子

▲作品展の様子

▲講座の様子



テニス・卓球・バドミントン3つのスポーツの
要素が詰まった広島生まれのスポーツ

広島県エスキーテニス連盟

今年はWBCで日本が優勝したことをはじめ、さまざまなスポーツが注目されました。今回は、広島生まれのスポーツの普及に尽力したり、
スポーツを通して、地域の課題解決や障害者の理解を進め、全ての人が暮らしやすい社会を目指し活動している団体を紹介します。

スポーツで越えるさまざまな垣根

戦後の広島から誕生。またたく間に人気に
「スポーツを通して平和を。そして子どもたちに元気を与えたい」
との願いを込めて、昭和23年に広島で生まれたのが、エスキーテ
ニスです。「発明家気質を持っていた曽祖父の宇野本信が、テニ
ス、卓球、バドミントンのそれぞれの要素を取り入れ、当時広島に

創設が提唱されていた大学院の名称「教育科学文化研究所
（Education Science and Culture Institute）」の頭文字「ESCI」
を取って名付けまました」と広島県エスキーテニス連盟事務局の
宇野本翼さん。
戦後間もない時期、焼け残った板切れを持って、手作りのボー

ルを打ち合って遊んでいた子どもの姿からヒントを得て生まれたエ
スキーテニス。娯楽がまだ少なかった創成期は、 十分なスポーツ
用具もなかった時代。わずか
なスペースとわずかな費用で、
手軽に楽しめるエスキーテニ
スは、職場や学校で昼休みに
楽しむ人が増えてまたたく間
に普及。昭和27年には、広島
平和大通りに10面のコートが
設置（現在は広島市東区牛
田新町の東区スポーツセン
ター横へ移設）されるほど人

CLOSE
UP

※掲載している各団体への問い合わせは発行者である（公財）広島市文化財団まちづくり市民交流プラザまでお願いします。☎082-545-3911
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スポーツで越えるさまざまな垣根01
▶広島県エスキーテニス連盟

いきいきシステム
実践の様子

▶いちだい地域共創プロジェクト
　広島市立大学・比治山学区社会福祉協議会

イベントでボッチャを
楽しむ参加者たち

▶一般社団法人広島県ボッチャ協会

07 人材バンク  名人 宝人 達人
▶アフェット  井塲 昭子さん　中岡 文子さん　花岡 直子さん
▶メディアカウンセラー  岡野 耕兵さん

05 らしっくレポート ひろ記者が行く
▶広島には、身近にトップアスリートがいる！！
　夢と潤いのある「スポーツ王国ひろしま」の実現へ

らしっくコラム
▶骨から若返るSMILEエクササイズ®
　広島大学 教育学部 准教授
　黒坂 志穂

06 ようこそ！公民館へ
▶東区内公民館

11 情報の森

15 プラザ通信

気が高まりました。大会参加者数のピークは30年ほど前。社会人
のみならず、広島県内の各大学でもサークル活動に励む大学生
が増加しました。誕生から75年経った現在も多くの人々に楽しま
れ、全国10県に競技組織が設立され、競技人口は約2,000人、
毎年全国大会も開催されています。

奥深い戦術がプレーヤーを魅了する
「簡単そうに見えて、実は戦術は奥深く、プレーすればするほど
夢中になります」と語るのは、現在広島市内で活動する団体のひ
とつ「安東エスキーテニスクラブ」の代表者の高羽優さん。高羽さ
んは愛知県出身、大学進学で広島に来て、エスキーテニスと出
会い約10年近く夢中になっているそうです。毎週月曜日夜の練習
は、学生はもちろん60代までおよそ40人のメンバーが、それぞれ
の都合の良いタイミングで参加し、楽しんでいるそうです。
「コロナ禍では、大学のサークル活動が中止になり、競技人口
の減少、練習不足によるレベルの低下など今後への課題も浮き彫
りになりました。しかし、戦後の広島から生まれたエスキーテニス
は平和の象徴ではないか。未来を担う子どもたちに平和学習の
一つの題材としてエスキーテニスを知ってもらうのも、普及の一環
ではないだろうか。そう考えるようになりました」と宇野本さん。今
後は、その平和学習を通してエスキーテニスの普及も考えている
そうです。
平和だからこそ楽しめるスポーツ。広島生まれのエスキーテニ

スがもっと大勢に知られ普及することは、今後の平和につながって
いくのだと思います。
※エスキーテニスをしてみたいと思った方は、先ずは連盟の方へ
お問い合わせください。
　広島県エスキーテニス連盟 t@esci.co.jp

ダブルスプレーの様子

▲ エスキーテニスの用具

▲ 東区スポーツセンター横のコートでプレーする様子

▲ 平和大通りのコートでプレーする様子（昭和40年代） ▲ 宇野本翼さん

まこともとのう

ゆうばたか

つばさもとのう

https://www.faceｂook.com/profile.php?id=100071483396297 

09 H㎡助成支援団体のご紹介
▶公益財団法人ひろしま美術館
▶みささ日本語交流ひろば　にじいろ
▶早稲田学区社会福祉協議会

シングルスプレーの様子

●テニスコートの約1/8の
サイズ8m×4mコート。
●ラケットはグリップを含め
38cm（木製で卓球の
ラケットより少し大きい）
●ボールはバドミントンの
シャトルのように、羽根
がついた直径4cmのス
ポンジボール。
●シングルスとダブルスが
ある。 

0201



足りないところは互いに補い合い、助け合い
の社会を目指す
令和2年8月に設立した一般社団法人広島県ボッチャ協会。年
齢・性別・国籍・障害といった垣根を超えて、誰もがフラットに楽し
めるボッチャは、ジャックボール（目標球）と呼ばれる白いボールに、
赤か青の持ち球を投げたり転がしたりして、いかに近づけるかを
競うスポーツで、ヨーロッパで考案されました。パラリンピック正式
種目にもなっており、前回のパラリンピックでは日本人の金メダリスト
も誕生。国も推奨するパラスポーツの一種目となっています。
広島県ボッチャ協会では、「ボッチャはいろんな垣根を越えて人

と人を繋ぐ架け橋になる」と考え、毎月の体験会やイベント、エキ
シビションなどでボッチャを広める活動を精力的に行っています。
会長を務める松川友和さんは、全国を飛び回る多忙な日々 の中、
突然発症したパニック障害で価値観が一転した経験があり、生き
方を見つめ直し、これまで理解できなかった「障害」を知っていくう
ちに、「自分でも何か役に立てることがあるのでは」と心身障害者
センターを訪れました。そこでボッチャ日本代表選手古満渉さんに
出会ったときの感動は今でもはっきり覚えているそう。脊髄性筋萎
縮症という障害、電動車いす生活の環境でありながら、競技者と
していきいきとプレーしていた姿に「障害者は弱者じゃない。かわ
いそうだと思うから向き合えない。共に助け合い、楽しんでいくこと
で弱みをプラスに転換できるはず」と確信したといいます。

同じフィールドで楽しむそこには人と人との
触れ合いだけが存在する
ボッチャ体験会は理学療法士やボラン

ティアもサポート。参加者がいかにストレスの
ない状態で楽しめるかを考え、意思の疎通
を大切にしています。また、専門学校の学
生たちが参加者の車いすに興味を持ち、
話しかけるなど同世代の貴重な交流の場に
もなっているとか。ボッチャが大好きだという
参加者の保護者は「娘のような脳性麻痺の
人には、自分の身体のクセとか特徴とか、ど
うやったら身体の動きが上手く出せるかと、
自分の身体を知るきっかけにもなっている。
よりスムーズに競技を楽しむため、足を動か
ないように留めてほしい、など自分の意見も

はっきり言いながら楽しんでいる」とボッチャに出会えた喜びを話し
ます。
「彼らが投じる一投には、多くの人の思いが詰まっている。それ
は、応援したい、共に楽しみたいというシンプルで美しい思い。そ
こに障壁はなく、人と人との触れ合いだけが存在している」と話す
松川さん。「もし障害をマイナスだと思うなら、その弱みをプラスに
転換して力を発揮できるようサポートしたい。今後もボッチャを通し
て、誰もが共存でき、足りないところは互いに補い合える、助け合
いの社会を目指している」と力強く話す姿はパワーに満ち溢れて
いました。
※体験会は予約不要で誰でも参加できま
す。開催日時など詳しい内容はインスタ
グラムをご覧ください。
Hiroshima_boccia

いちだい地域共創プロジェクト 広島市立大学・比治山学区社会福祉協議会

コロナ禍でも健康体操で交流したい
令和4年から広島市立大学の教職員や学生が、地域の関係

者等と協働して、地域社会が直面する課題の解決に取り組むこと
で、広島広域都市圏及びその周辺地域の地域活性化と持続的
発展に貢献することを目的として始まった「いちだい地域共創プロ
ジェクト」。比治山学区社会福祉協議会は令和4年度に採択され
た団体のひとつです。
比治山学区社会福祉協議会が応募したテーマは「コロナ禍で

も健康体操で交流したい」です。「コロナ禍で感染拡大防止のた
めに、外出自粛が叫ばれるようになるまでは集会所に集まって、広
島市から貸し出された『いきいき百歳体操』のDVDをみんなで見
ながら体操をしていました。感染防止のために対面での活動に支
障が生じましたが、コロナ禍でも健康を維持し交流できるようにし
たい、と思いました」と比治山学区社会福祉協議会の山口厚司
会長。プロジェクトに採択され、情報科学研究科の岩根典之准教
授とのマッチングが成立しました。

オンラインで高齢者の健康をサポート
1年目は、東雲本町会館にモバイルルータでネットワークを整備、

スマートフォンの使い方講習と連動し、オンラインシステムを活用し
た、ハイブリッド体操環境「いきいきシステム」を構築。さらにZoom
のミーティングルームも常時開設しました。地域の高齢者が集会所
に来なくても、ゲーム感覚でICT（情報通信技術）を活用して交
流できる健康づくりを可能にしたり、スマートフォンを活用できる高
齢者を増やすために取り組みました。
2年目の令和5年は、学区内5か所の集会所にインターネット回

線を開設。段原地域包括支援センターとも協働で、オンライン体
操の定期開催を実施しています。「スマートフォンを持つ高齢者で

も、実際に使いこなせるのはほんの一握り。将来的な目標は、高
齢者一人ひとりが、自分のスマートフォンを使ってオンラインで配信
される健康体操を見ながら、健康づくりを行えるようになることです。
そのためには、例えば学生が高齢者に寄り添ってスマートフォンの
使い方を教える、といった環境ができればとも思います」と比治山
学区社会福祉協議会副会長の中田徹也さん。
広島市立大学のプロ

ジェクトサポートは3年が
限度で、令和6年が最
終年度になる予定です。
「大学の使命として、地
域貢献は必須です。学
生が地域に出向いての
活動は難しい面もありま
すが、ネットワーク構築
などの技術的な面での
サポートは問題なく進め
られます。ネットワークを使って地域の情報を定期的に配信するシ
ステムが出来れば、先進的な事例としても注目を集めることが出
来ると思います」と岩根准教授。
先進技術を活用し、楽しく持続可能な活動の環境整備は、高
齢化が進む多くの地域にとって、参考となるのではないでしょうか。
異なる立場でありながら、一つの目標に向けて取り組む大学、地
域の協働作業に大きな可能性を感じました。
※いちだい地域共創プロジェクトの問い合わせ先：広島市立大学
社会連携センターTEL082-830-1542

大学と地域が協働し、社会の課題に取り組む

特
集
2 特

集
3

一般社団法人広島県ボッチャ協会

垣根を越えて楽しめるスポーツ ボッチャで広島を盛り上げる

▲ オンラインを活用した講座の様子

▲ 後列左から、広島市立大学山本彩さん、段原地域包括支援センター長谷川義徳さん、
　 竹下八重さん、広島市立大学勢良寛さん。
　 前列左から、山口厚司会長、岩根典之准教授、中田徹也副会長。

いわ ね のりゆき

なか た てつ や

ふるみつわたる

まつかわともかず

やまぐち こう じ

▲ オンライン体操体験会の様子

https://www.hiroshima-boccia.com/

▲ 毎月開催される体験会の様子

▲第2回ボッチャ広島カップの様子（令和5年9月10日広島県立総合体育館）
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